
　

支
部
で
「
ホ
ン

ネ
の
ト
ー
ク
会
」

を
開
催
し
た
。
10

人
ほ
ど
の
参
加

で
、
少
人
数
の
グ

ル
ー
プ
に
分
か
れ

て
、「
今
す
ぐ
に
月
額
あ
と
い

く
ら
賃
上
げ
し
た
い
？
そ
の
使

い
道
は
？
」
に
つ
い
て
出
し
あ

っ
た
。「
５
万
円
」
と
い
う
声

が
多
か
っ
た
が
、「
月
に
50
万

円
は
必
要
」
と
の
声
も
あ
っ

た
。
使
い
道
と
し
て
あ
が
っ
た

「
子
ど
も
の
教
育
費
」
は
待
っ

た
な
し
だ
。
ま
た
、「
物
価
高

で
今
の
賃
金
で
は
日
々
の
生
活

に
精
一
杯
」
だ
か
ら
と
、「
将

来
の
た
め
の
貯
金
に
使
い
た

い
」
と
い
う
ホ
ン
ネ
も
出
さ
れ

た
。
ほ
か
に
も
、「
年
金
は
い

く
ら
も
ら
え
る
の
だ
ろ
う
か
」

「
退
職
金
は
出
る
の
だ
ろ
う

か
」
な
ど
と
、
将
来
の
不
安
の

話
に
花
が
咲
い
て
し
ま
っ
た
。

　

福
祉
職
員
と
全
産
業
平
均
の

年
収
格
差
は
１
２
０
万
円
以
上

あ
る
。
声
が
大
き
か
っ
た
月
額

「
５
万
円
」
で
は
、
ま
だ
ま
だ

足
り
て
い
な
い
。
保
育
士
等
の

処
遇
改
善
に
む
け
て
は
、
来
年

度
も
公
定
価
格
が
５
・
３
％
引

き
上
げ
ら
れ
る
。
介
護
や
障
害

福
祉
で
も
賃
上
げ
に
む
け
た
新

た
な
施
策
が
あ
る
。
た
だ
、
ど

ち
ら
も
私
た
ち
が
求
め
て
い
る

金
額
で
は
な
い
。

　

保
育
職
場
の
「
社
会
福
祉
施

設
職
員
等
退
職
手
当
共
済
制

度
」
の
公
費
助
成
に
つ
い
て

は
、
継
続
さ
れ
る
か
ど
う
か
の

結
論
が
来
年
度
中
に
出
さ
れ
る

こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
低
賃
金

だ
け
で
は
な
く
、
退
職
金
の
動

向
に
不
安
が
あ
る
職
種
に
若
者

は
就
く
の
だ
ろ
う
か
。

　

春
闘
の
季
節
が
や
っ
て
く

る
。
運
動
は
鈍
足
で
あ
っ
て

も
、
声
に
し
て
動
か
な
け
れ
ば

何
も
変
わ
ら
な
い
こ
と
を
私
た

ち
は
知
っ
て
い
る
。
（
鈴
木
）

〒111-0051 東京都台東区蔵前4-6-8サニープレイスビル5FA
TEL 03-5687-2901（代）FAX 03-5687-2903   

メール･アドレス mail@fukuho.org
URL https://www.fukuho.info/
Ｘ（旧ツィッター） @fukuho_info
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な
か
ま
を
増
や
し
て

な
か
ま
を
増
や
し
て

賃
上
げ
・
増
員
の
実
現
を

賃
上
げ
・
増
員
の
実
現
を

26春闘

　全労連は１月14日、「働く時間に関して本
音を語る緊急アンケート」の結果を発表し
た。昨年11～12月にWEBを中心に1267人が
回答した。「現状よりも労働時間を増やした
い」は11％にとどまり、そのうち78％の理由

は「今の収入では生活が苦しいから」だっ
た。「現状よりも労働時間を減らしたい」が
57％にのぼった。厚生労働大臣に労働時間の
規制緩和を指示した高市首相にこの声を届
け、労働時間の短縮をすすめよう。

「労働時間を増やしたい」は11％にとどまる

３
月
３
月
1212
日
は
日
は

全
国
い
っ
せ
い
に

全
国
い
っ
せ
い
に

宣
伝
な
ど
の
行
動
を

宣
伝
な
ど
の
行
動
を

　

遅
く
と
も
２
月
末
ま
で
に

要
求
を
提
出
し
た
う
え
で
、

３
月
11
日
ま
で
に
回
答
を
引

き
出
し
ま
す
。
翌
12
日
は
、

産
業
や
地
域
の
枠
を
こ
え
て

団
結
を
つ
く
る
国
民
春
闘
の

統
一
行
動
日
で
す
。
福
祉
保

育
労
と
し
て
産
別
統
一
行
動

を
展
開
し
ま
す
。
夕
方
に
は

各
地
で
、
全
国
い
っ
せ
い
ア

ピ
ー
ル
行
動
と
し
て
、
宣
伝

に
と
り
く
み
ま
し
ょ
う
。
ワ

ッ
ペ
ン
シ
ー
ル
の
着
用
や
職

場
集
会
、
Ｘ
（
旧
Ｔ
ｗ
ｉ
ｔ

ｔ
ｅ
ｒ
）
で
の
発
信
（
＃
み

ん
な
の
じ
ん
け
ん
ま
も
れ
る

福
祉
職
場
に
）
を
広
げ
る
な

ど
、
力
を
あ
わ
せ
て
行
動
に

立
ち
上
が
り
ま
し
ょ
う
。

ど
の
教
訓
を
活
か
し
て
、
要

求
討
議
か
ら
労
働
協
約
締
結

ま
で
の
職
場
で
の
原
則
的
な

組
合
活
動
を
重
視
し
ま
す
。

　

要
求
書
が
提
出
で
き
て
い

な
い
分
会
は
要
求
書
の
提
出

を
、
団
交
が
で
き
て
い
な
い

分
会
は
団
交
の
実
施
を
、
な

ど
と
到
達
点
か
ら
一
歩
前
進

で
き
る
春
闘
を
つ
く
っ
て
い

き
ま
す
。

71
人
が
参
加
し
た
大
阪
地
本
・

旗
開
き
（
26
年
１
月
23
日
）

みんなのじんけんまもれる福祉職場に

団
結
権
・
団
体
交
渉
権
・
団

体
行
動
権
（
争
議
権
）
を
フ

ル
活
用
し
、
職
場
で
経
営
者

の
雇
用
責
任
を
追
及
し
て
た

た
か
っ
て
こ
そ
ベ
ー
ス
ア
ッ

プ
・
大
幅
賃
上
げ
は
勝
ち
と

れ
ま
す
。「
労
働
組
合
が
主

導
し
て
交
渉
の
水
準
を
つ
く

る
こ
と
が
肝
心
」、「
団
体
交

渉
で
団
結
の
力
を
示
せ
ば
要

求
は
前
進
さ
せ
ら
れ
る
」
な

ま
す
。
思
っ
て
い
る
こ
と
が

言
え
て
、
自
分
の
考
え
と
ち

が
っ
て
も
頭
ご
な
し
に
否
定

し
な
い
な
ど
、
心
理
的
安
全

性
を
土
台
に
活
動
を
す
す
め

ま
す
。「
し
ゃ
べ
り
場
（
ト

ー
ク
会
）」
を
開
催
し
て
、

み
ん
な
の
思
い
や
つ
ぶ
や
き

を
大
切
に
、
要
求
を
ま
と
め

て
い
き
ま
す
。

　

労
働
組
合
が
持
っ
て
い
る

福
祉
職
員
の
賃
金

福
祉
職
員
の
賃
金

な
ど
の
あ
ら
ゆ
る

な
ど
の
あ
ら
ゆ
る

格
差
を
な
く
そ
う

格
差
を
な
く
そ
う

　

保
育
士
や
介
護
職
員
な
ど

の
福
祉
職
員
と
、
全
産
業
平

均
の
賃
金
格
差
は
、
縮
小
す

る
ど
こ
ろ
か
広
が
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
制
度
上
の
問
題

も
あ
っ
て
、
保
育
分
野
と
高

齢
者
福
祉
・
障
害
福
祉
分
野

と
の
賃
金
格
差
も
生
ま
れ
て

い
ま
す
。
正
規
と
非
正
規
の

格
差
も
残
っ
て
い
ま
す
。
こ

れ
ら
の
矛
盾
を
解
消
し
、
あ

ら
ゆ
る
格
差
を
な
く
し
て
い

く
こ
と
を
め
ざ
し
ま
す
。

対
話
と
学
び
あ
い
で

対
話
と
学
び
あ
い
で

な
か
ま
を
増
や
し
て

な
か
ま
を
増
や
し
て

要
求
の
実
現
へ

要
求
の
実
現
へ

　

春
闘
は
、
労
働
組
合
が
経

営
者
に
要
求
し
て
、
団
体
交

渉
を
通
し
て
実
現
を
迫
り
、

新
年
度
の
賃
金
・
労
働
条
件

を
決
め
る
も
の
で
す
。
労
働

組
合
に
は
、
職
場
と
社
会
を

変
え
る
力
が
あ
り
ま
す
。
そ

の
力
は
、
な
か
ま
が
増
え
れ

ば
、
よ
り
強
く
大
き
く
な
り

ま
す
。
組
合
員
や
未
加
入
の

職
員
と
「
対
話
と
学
び
あ

い
」
を
す
す
め
て
、「
な
か

ま
を
増
や
し
て
、
な
か
ま
の

力
で
要
求
実
現
」
を
め
ざ
し

　物価高騰が続いて生活が厳しくなるなか、賃金を上げることが社会全
体で求められています。福祉職場をめぐっては、処遇改善策も追い風に、
大幅な賃上げを要求していくことが必要です。労働組合の力を打ち出し
て、「対話と学びあい」をすすめ、なかまを増やして、その力で賃上げ・
増員を実現していきましょう。26春闘方針のポイントを解説します。

　２月から６月に、全国でいっせいに福祉保育労を知らせて、組合と共済への加入
をよびかけます。職場で対話を重ね、春闘の要求運動とも結びつけて、「なかまを
増やして要求実現」をめざします。クオカードの特典もきっかけに、組合と共済に
入る人を増やして、安心して働き続けられる職場づくりをめざしていきます。

◆３月までは職場で未加入の職員に　４月は新入職員にグッズを手渡して対話を！
　３月までは職場で組合に入っていない職員に、４月からは新入職員に「福祉のな
かま」や組合リーフ、共済パンフなどをクリアファイルに入れて手渡して、対話の
なかで組合加入をよびかけます。新入職員には、入職して間を置かずに仕事の悩み
や不安に寄り添って関係をつくりながら、組合に入ろうとよびかけます。あわせ
て、共済加入も広げていきます。
◆分会・班で15分の共済学習動画の視聴＆感想交流＆共済加入よびかけを！
　分会・班で、15分の共済学習動画「みんなで福祉保育労共済に入ろう！」を視聴
して、少人数に分かれて感想を交流して、共済加入をよびかけます。３月末までは
まだ共済に入っていない組合員に共済加入を、４月からは新入職員に組合と共済へ
の加入をすすめます。
◆クオカードの特典もきっかけにみんなでとりくみを！
　期間中に、共済学習動画の視聴＆少人数での感想交流＆報告書提出をした分会・
班には、地方組織を通してクオカード2000円分をプレゼント！「ワンコイン共済」
に入った組合員には、同様にクオカード1000円分をプレゼント！

※ 分会会議や３月12日の産別統一行動で集まる際も、この準備も含めて話しあいま
しょう。

福祉保育労おしらせ・おさそいキャンペーン

手渡して　対話を重ねて　迎えよう

動画観て　感想交流　すすめよう

クオカード　共済入ると　もらえるよ

２～６月は



　１月17・18日、第62回中央委員会を東京都内で開
催し、中央委員35人と中央役員など計65人が出席し
ました。統一要求を含む26春闘方針（案）と2026年
度中央委員の選出基準（案）、書記局運営規則改定
の提案と討論のあと、議案をそれぞれ全会一致で採
択しました。17日は方針提案のあとに、隣の人との
ペアトーク、18日は16のグループに分かれて、感想
や決意を交流するグループトークもおこないまし
た。
　全体の討論では、「休憩中に組合の大切さを伝え

るなかで、そばで聞いていた別の職員が関心を持っ
てくれ、入ると言ってくれた」（広島）、「何年も誘って
いた職員が、団交の結果を含めて対話するなかで、
加入してくれた」（東海）などの変化が語られまし
た。「対話と学びあい」をすすめ、なかまを増やし
て要求実現へと、チャレンジしていきましょう。

討論のあと、グループトークで気づきや決意を
共有しました　　　　　　　　　　　　　　　

１月17・18日　東京都内

第62回中央委員会　月3.6万円以上の賃上げなど
統一要求を含めた26春闘方針を決定

②③ 福祉のなかま第405号 2026年２月号
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春
闘
の
正
式
名
称
は

「
春
季
生
活
闘
争
」
と
い

う
。
新
年
度
の
賃
金
・
労

働
条
件
に
つ
い
て
、
労
働

組
合
が
要
求
し
、
経
営
側

と
協
議
し
て
決
定
し
て
い

く
。
多
く
の
企
業
が
賃
金

改
定
を
お
こ
な
う
春
に
、

企
業
の
枠
を
こ
え
て
、
労

働
組
合
全
体
で
力
を
あ
わ

せ
て
、
要
求
・
日
程
・
戦

術
を
統
一
し
て
た
た
か

う
、
日
本
独
特
の
賃
金
闘

争
の
形
態
だ
。
賃
上
げ
だ

け
で
は
、
生
活
は
よ
く
な

ら
な
い
。
労
働
時
間
や
労

働
安
全
衛
生
な
ど
を
含
め

た
労
働
条
件
全
般
に
か
か

わ
る
要
求
や
労
働
法
制
、

税
と
社
会
保
障
制
度
の
改

正
を
求
め
る
こ
と
も
大
切

に
な
る
。

　

福
祉
保
育
労
で
は
、
昨

秋
か
ら
「
26
春
闘　

福
祉

職
場
で
働
く
み
ん
な
の
要

求
ア
ン
ケ
ー
ト
」
に
と
り

く
み
、
声
を
か
け
あ
っ
て

２
９
１
８
人
の
回
答
が
集

ま
っ
た
。
そ
の
集
計
結
果

と
論
議
を
踏
ま
え
て
決
定

し
た
統
一
要
求
を
、
す
べ

て
の
職
場
で
提
出
し
よ
う

と
よ
び
か
け
て
い
る
。

　

統
一
要
求
の
項
目
は
、

福
祉
職
場
で
働
き
続
け
て

い
く
う
え
で
、
最
低
限
必

要
な
水
準
と
し
て
掲
げ
て

い
る
。
厳
し
い
実
態
か
ら

す
る
と
高
い
と
感
じ
る
か

も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、

条
件
が
整
備
さ
れ
れ
ば
働

き
続
け
ら
れ
る
の
に
、
そ

れ
が
か
な
わ
ず
、
ひ
た
す

ら
我
慢
を
強
い
ら
れ
、
犠

牲
の
も
と
で
、
離
職
や
休

職
、
人
材
確
保
難
に
つ
な

が
っ
て
い
る
の
で
は
な
い

か
。
私
た
ち
と
、
子
ど
も

た
ち
や
高
齢
者
、
障
害
の

あ
る
人
、
そ
の
家
族
、
み

ん
な
の
人
権
を
ま
も
る
福

祉
職
場
に
す
る
た
め
に

は
、
抜
本
的
な
改
善
が
欠

か
せ
な
い
。
仕
方
が
な
い

か
ら
と
要
求
せ
ず
に
、
現

状
を
受
け
入
れ
る
だ
け
で

は
、
何
も
変
わ
ら
な
い

か
、
悪
化
し
て
し
ま
う
。

　

一
人
ひ
と
り
の
思
い
を

出
し
あ
お
う
。
受
け
と
め

あ
っ
て
、
力
を
あ
わ
せ
て

要
求
し
よ
う
。
ま
だ
組
合

に
入
っ
て
い
な
い
人
に
加

入
を
よ
び
か
け
よ
う
。
団

体
交
渉
で
は
み
ん
な
の
声

を
も
と
に
譲
歩
を
引
き
出

そ
う
。
制
度
の
限
界
と
改

善
の
必
要
性
も
明
ら
か
に

し
て
、
国
や
自
治
体
、
社

会
に
大
き
く
声
を
あ
げ
る

春
闘
を
す
す
め
よ
う
。

　２月末までに要求書を提出しよう！
●27日（金）福祉保育労共済オンライン学習交流会

２月

●５日（木）中央行動
●11日（水） 集中回答指定日 

この日までに回答を出させよう！
●12日（木）産別統一行動日

　２月中に法人に要求書を提出し、回答を引き出して団体
交渉をおこない、賃上げ・増員の実現にむけて各地で声を
あげる行動の日。夕方には「全国いっせいアピール行動」
として宣伝行動をおこなおう。

３月

み
ん
な
で
す
す
め
る
春
闘
へ

一
人
ひ
と
り
の
思
い
を
形
に
し
て
い
こ
う

み
ん
な
で
学
ん
で
す
べ
て
の

み
ん
な
で
学
ん
で
す
べ
て
の

職
場
で
統
一
要
求
書
の
提
出
を
！

職
場
で
統
一
要
求
書
の
提
出
を
！

解
説

ナ
ッ
ト
ク

ナ
ッ
ト
ク

「
統
一
要
求
書
」
っ
て

「
統
一
要
求
書
」
っ
て

 

な
ぜ
出
す
の
？

な
ぜ
出
す
の
？

パワーアップ春闘　ストって何すっと!?パワーアップ春闘　ストって何すっと!?
2025年２月 京都民医労2025年２月 京都民医労　https://youtu.be/UWseIU3oKoQ　https://youtu.be/UWseIU3oKoQ
　2017年に京都民医連労働組合が制作したストライキについてのYouTube動
画は、福祉保育労でも視聴が広がりました。そのリメイク版が25年２月に公開
されました。病院を舞台に、経営側に対して譲れない要求を実現させていくた
めに、ストをかまえてたたかう重要性がアニメで描かれています。憲法で保障
されている労働三権をもとに、経営側と対等な関係で回答を引き出すことが目
的です。医療・看護の職場を改善していくために、ストライキをめぐる疑問に
答える展開で、４分とコンパクトにまとめられています。ストの学習素材とし
て、まず視聴して感想を出しあってみましょう。

４分

９

26春闘
福祉保育労統一要求項目

　要求アンケートの第３次集計で、正
規職員の月額賃上げ要求は加重平均で
35,455円と、過去最高となった。月額
の要求額を36,000円とし、労働時間を
短縮して１日７時間×20日＝140時間
として時給換算すると257円となるた
め、時間額要求を260円とした。あわ
せて、処遇改善加算等は、手当ではな
く、ベースアップに充てることを求め
る。

1

　最低賃金は、最高の東京都でも1,226円、最も
低い高知県、宮崎県、沖縄県の３県は1,023円と
低く、これでは生活が成り立たない。全労連が実
施した最低生計費調査（単身の若者が自立して人
間らしく生活するために最低必要な生計費）で
は、どの地域でも時給1,700円～1,900円が必要だ
と明らかになっている。物価高騰による生活費支
出の増加も踏まえて、最低賃金2,000円×月150時
間＝月額30万円、年収360万円を要求する。

3

　要求アンケートでも、長時間労働やただ働きへ
の不満が強く表れている。１日の労働時間7.5時
間を実現している職場もあることから、７時間以
内の要求とし、自由な時間の確保を求める。社会
一般で主流の完全週休２日制は、疲労回復や家族
との団らんなどに必要。事務時間や休憩を保障
し、不払い残業をなくし、年休の取得保障を求め
る。変形労働制は繁忙期への対応が本来の目的だ
が、福祉職場には繁忙期や閑散期がないことか
ら、１日８時間・週40時間などの規制を破り、労
働強化とコスト削減につながる変形労働制をなく
すことを求める。改正育児介護休業法の施行を踏
まえて、子の看護等休暇や介護休暇の有給化を迫
る。

　法改正により2022年４月からすべての事業所
で、パワハラ防止措置が義務化されたが、形式的
な規定だけで具体的な対策が講じられていない法
人もある。相談窓口の担当者が行為者のケースも
あり、複数の窓口設置を求める。法人の影響力が
及ばない独立した機関（法律事務所や社会保険労
務士など）を相談体制の中に位置づけて、公平性
のある体制を求める。「ハラスメントをなくす福
祉保育労宣言」も踏まえて、防止措置を法人と協
議して整備させよう。2026年10月に義務づけられ
るカスハラ防止措置についても、課題を共有して
協議を重ねて迅速な対応を求めよう。

※ 右記の統一要求項目とは別の統一要求基準は、地方組織
で必要に応じて盛り込むものとして、地方組織に項目資
料をおくっています。

4

　「あいち保育労働実態調査プロジェクト」が実
施して2018年に発表された調査では、持ち帰りを
除く不払い労働は月平均14.7時間。調査後の東海
地本の検証調査でも「超勤申請がしやすくなった
か」で、「いいえ」と「どちらでもない」の合計
は７割超。不払い残業は、ただ働きを強いる契約
違反。労働基準法が保障する休憩時間も含めて、
自分の時間を確保しよう。

6
　現在も、福祉職場での感染症の罹患リスクは高
い。感染した場合に、安心して休めるように特別
有給休暇として保障すること、検査キットやワク
チン接種の費用を個人負担にさせないことが必
要。

　企業参入を推進するなかで、イコー
ルフッティング（対等な競争条件の整
備）を名目に、新規加入の公費助成を
外す見直しが2006年に高齢福祉職場
で、2016年には障害福祉職場でも実施
された。継続された保育職場での扱い
は、26年度末までに検討されることに
なる。加入継続を求め、加入していな
い法人には同水準の制度を設けさせよ
う。

　労働基準法第２条は「労働条件は、
労働者と使用者が、対等な立場におい
て決定すべきもの」とし、労働契約法
第９条は「使用者は、労働者と合意す
ることなく、就業規則を変更すること
により、労働者の不利益に労働契約の
内容である労働条件を変更することは
できない」としている。労使合意の原
則を踏まえて「労使基本協約」の締結
をめざそう。

　要求に対し、「お金がない」「本当の敵は理事会ではない」な
どと対応されることがあるが、それで終わってしまえば改善に
つながらない。要求の正当性を認めさせ、雇用主として国や自
治体にリアルな経営実態をあげ、予算増・制度改善を迫れと訴
えよう。

　法改正で2021年４月から、正規と非
正規の「不合理な待遇差」が禁止され
た。厚生労働省はガイドラインで、通
勤手当などの手当、慶弔休暇などの福
利厚生にかかわるものは同一としてき
たが、これに退職手当、家族手当、住
宅手当、夏季冬季休暇などを加える見
直しがおこなわれる。「待遇差の解消
にあたって労使の合意なく正社員の待
遇を引き下げることは望ましい対応と
はいえない」としていることも押さえ
よう。

１ ．すべての労働者に時給2,000円以上を確保すること。また、フルタイム労働者については、正規・非正規を問わず年
収360万円以上（一時金・手当など除く）とすること。

２ ．誰でも時間額260円以上、月額36,000円以上の賃上げを実施すること。また、処遇改善加算等は、制度の趣旨を踏ま
え、一時金や毎月の手当てではなくベースアップにし、早急に全産業平均との格差をなくすこと。

３．職員を増員しかつ業務の見直しをおこない、以下の点を実現（遵守）し健康で働き続けられる職場にすること。
（１ ）労働時間の短縮をすすめ、１日7.0時間以内（週35.0時間以内、月140時間以内）を実現すること。また、所定労働
時間を1,680時間以内にすること。

（２ ）勤務体制について。
　①すべての時間帯で複数体制を確保し、利用者の安全を確保するとともに休憩を保障すること。
　②インターバル制度を導入すること。その際は以下の点を守ること。
　　ⅰ．勤務と勤務の間を11時間以上空けること。
　　ⅱ．夜勤労働の明け日は勤務を入れず、翌日は公休とすること。
（３）年間休日は125日以上とし、完全週休２日を保障すること。
（４）事務時間を所定労働時間内に保障すること。
（５）有給休暇の完全取得を保障すること。
（６）変形労働制はなくすこと。
（７）産前産後休暇や生理休暇、子の看護等休暇・介護休暇は有給とすること。

４．以下の項目について法令を遵守し、誰もが健康で働き続けられる職場にすること。
（１）不払い残業（持ち帰り残業を含める）をなくすこと。
（２）休憩時間を保障すること。

５ ．非正規労働者（無期雇用に転換した労働者を含む）については、均等待遇原則に基づいて正規労働者と同等の労働条
件を保障すること。その際、正規労働者の賃金などの水準を引き下げないこと。

６ ．感染症に職員が罹患した場合は、特別有給休暇を保障すること。また、感染防止の観点から、検査キット購入費用、
ワクチン接種費用は事業所負担とすること。

７．以下のハラスメント対策を実施すること。
（１ ）労働組合との協議のうえで職場でのハラスメント防止措置（防止規定・研修・解決の仕組み）をとること。また、
防止規定を実効あるものにするため、管理職およびすべての職員を対象に必要な研修を行うこと。

（２ ）対策にあたっては、法人から独立した機関や利害関係のない第３者を窓口や解決システムに位置づけ、公平性を保
つこと。また、相談担当者（窓口）は複数とすること。

（３）対策が義務化されたカスタマーハラスメントに対しては、上記（１）の防止措置を確立し、迅速に対応すること。

８．社会福祉施設職員等退職手当共済制度への加入を継続すること。または、同水準の退職金制度を設けること。

９．賃金や労働条件の変更にあたっては、労使合意を原則とし一方的な変更は行わないこと。

10．人事院勧告や最低賃金引き上げを反映させた賃金改定は、事前に労働組合に提示して、協議のうえで実施すること。

11 ．上記の要求内容を実現するため、必要な制度改善と財源を国の責任で保障することを、法人（事業所）として国に求
めること。

　毎年８月の人事院勧告と秋からの最
低賃金の改定は、私たちの賃金に影響
する。これらを反映した賃金の見直し
にあたっては、事前に労働組合に提示
して協議のうえで実施することを求め
よう。

みんなでよ
くなる

春闘をすす
めるんじゃ闘
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④福祉のなかま第405号 2026年２月号

12月号を読んで

　「今月の主張」で、質問の仕方を工夫する
記事を読み、職場の会議や分会などに活かし
たいと思いました。

質問の仕方を工夫したい
東海地本・かわらまち分会　高橋　佑佳さん

　心理的安全性で会議の雰囲気を変えていく
必要性を強く感じました。これからも組合活
動をがんばります。

心理的安全性で
会議の雰囲気を変えていきたい

和歌山支部・ふたば分会　木田　誠也さん

　係活動などでもリーダーを任せてもらうこ
とが出てきました。リーダーだからすべてや
らなくては、把握していなくてはと思ってい
た頃、「どんどん私たちに仕事を振ってね！
相談してね」と先輩に声をかけてもらったの
を今も心にとめています。心理的安全性の特
集を読んで、「ここが苦手だから」と言いあ
って助けあえる関係ができていることが幸せ
です。

声をかけあって
助けあえる集団が幸せ！

東海地本・清明山保育園分会　奥村　茜さん

　心理的安全性についての特集が興味深かっ
たです。以前、学習会に参加して学んだこと
もありましたが、実践を繰り返していくこと
が必要だと感じました。リーダーだけでな
く、メンバーにもできることがあると知った
ので、参考にしたいと思いました。

心理的安全性を高める
実践を繰り返していこう

宮城支部・あゆみ分会　髙岡　奏子さん
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　答えと「福祉のなかま」の気になった記事の感
想、近況などを必ず添えて、ハガキかＦＡＸ、メ
ールで送付ください（地方組織・分会、氏名、住
所明記）。紙面やホームページ等に掲載させてい
ただくことがありますので、ご了承ください。
締切▶３月15日
発表▶2026年４月号
賞品▶正解者の中から５人の方に
　　　図書カード（1000円）進呈
宛先▶「福祉のなかま」編集部

和歌山支部　みなべ愛之園こども園分会　分会長
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A Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ
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①
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④
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春
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植
田　

三
結
さ
ん

（
東
海
地
本
・
清
明
山
保
育
園
分
会
）

今
井　

貴
士
さ
ん

（
大
阪
地
本
・
さ
つ
き
福
祉
会
分
会
）

寺
尾　

剛
士
さ
ん

（
大
阪
地
本
・
ひ
び
き
福
祉
会
分
会
）

馬
場　

順
子
さ
ん

（
大
阪
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福
祉
会
分
会
）

木
田　

誠
也
さ
ん

（
和
歌
山
支
部
・
ふ
た
ば
分
会
）

① 期間中に「ワンコイン共済」新規加入でクオカ
ード1,000円分
② 分会・班で共済学習動画の視聴と小グループで
の感想交流を行い、報告書を提出すると、クオ
カード2,000円分
　地方組織を通じてプレゼント!!

個人年金保険料控除の対象
加入資格：満60歳未満の組
合員
※計画的に老後資金を貯め
たい、少額でも年金で受け
取りたい方に

　２月から６月まで、組合と共済の加入を呼びかける「おしら
せ・おさそいキャンペーン」をおこないます。

　２～３月は、分会・班で15分の共済学習動画を視聴して、少
人数で感想交流をおこない、「ワンコイン共済」未加入の組合
員に共済加入をすすめよう ! ! 職場で組合に入っていない人も
さそって、組合と共済の同時加入をよびかけよう ! !
　４～６月は、新入職員を対象に、クリアファイルに入れた資
料を手渡して対話を重ねて、組合と共済の同時加入をすすめよ
う ! !
★ すべての新入職員を含む、組合にまだ入っていない人に「福
祉のなかま」「組合リーフ」「共済チラシ」などを手渡し、福
祉保育労を知らせて組合と共済の加入を呼びかけよう。

キャンペーン期間は２～６月

共済学習動画共済学習動画
QRコードQRコード

加入チャンスは年２回！ 春の締切は５月15日加入チャンスは年２回！ 春の締切は５月15日

年金共済は２つのコースから選べます年金共済は２つのコースから選べます
掛金はどちらも月額5,000円から掛金はどちらも月額5,000円から

春の年金共済 申込受付 スタート春の年金共済 申込受付 スタート

福祉保育労　おしらせ・おさそいキャンペーン福祉保育労　おしらせ・おさそいキャンペーン

★共済加入のご相談はお気軽に　フリーダイヤル0120-294-335★受け取りの開始時期や方法も選べます。パンフレットで確認、お問い合わせを
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一般の生命保険料控除の対象
加入資格：満68歳未満の組
合員
※途中で資金を受け取りた
い、余裕があるときに積み
増したい方に
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